
■利用成果

数値流体力学(CFD)を活用した
ハイパフォーマンスモーターサイクル
Kawasaki Ninja H2/H2Rの開発

■背景と目的

研究・開発機関 　：川崎重工業株式会社 モーターサイクル＆エンジンカンパニー
利用施設　　　 　：自社設備
計算規模　　　 　：数千万セル
利用ソフトウェア ：STAR-CCM+
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●従来は、ものづくりを始める前にエンジン
冷却性能や空力特性などを効率的に精度
良く把握することは困難でした。

●そのため、試作品を製作した後に風洞テ
ストなどの実験を行って改良を重ねてお
り、多くの工数がかかっていました。

○事前にＣＦＤを活用して数値解析を行うこ
とにより、最初の試作で基本的な冷却性能
を確保することができました。

○更に、空力デバイスの形状検討を容易に行
うことができ、発生揚力を低減させる形状
を見出すことに成功し、高速走行時の接地
感向上に大きく貢献しました。

（公財）計算科学振興財団

図 2　Ninja H2R（2015 年モデル）

　
図３　冷却性能を確保するカウル形状

図４　空力デバイス検討結果

図１　Ninja H2（2015 年海外モデル）

ネイキッドの車両フルカウルの車両


